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住民ワークショップの提案にあたって １ 

■住民ワークショップの提案にいたるまで・・・ 

●私たち「⼭梨市都市計画マスタープラン住⺠ワークシ
ョップ」は、市の公募や地域推薦など、様々な⽴場にあ
る住⺠により構成されたメンバーです。 

 
●住⺠ワークショップは、より地域に密着したまちづく

りの⽅向性を協議し、その成果を「まちづくり住⺠プ
ラン」としてまとめ、⼭梨市に提案を⾏い、都市計画マ
スタープランに反映させることを目的としています。 

 
●ワークショップは、はじめに、「市全体の将来イメージ・

ビジョン」や、「地域まちづくりにとって何が問題で大
切なのか」など、参加者が日頃感じている率直な意⾒
を出し合い、普段の生活の中で気づかなかった問題や
課題を、改めて共有する機会をもちました。 

 
●話し合いの積み重ねからは、まちづくりはとても身近

なものであり、関⼼を持ち関わっていくことが大切で
あることに気づきました。 
そのためには、身近な地域を⾒つめ直し、まちづくりへ
の意識を⾼めることや、話し合う機会や場が必要であ
り、協⼒していくことが重要であると考えました。 

 
●この提案書は、住⺠ワークショップの成果をまとめた

ものであるとともに、今後の⼭梨市の協働によるまち
づくりへの一歩を刻んだ記録でもあります。 

●住⺠ワークショップの概要 

○開催期間：2025（令和７）年１月〜2025（令和７）年７月 
−計４回開催 

○開催時間：平⽇午後７時〜９時頃 約２時間程度 
○開催場所：山梨市役所⻄館５階 502 会議室 
○参加者 ：⼀般公募、地域推薦などに応じた住⺠ 
○事務局 ：山梨市都市計画課 

  ※アドバイザーとしてコンサルタントがサポート
○その他：各回開催後「住⺠ワークショップニュース」を発行 

■山梨市の将来イメージ

 住⺠ワークショップの発足となる第１回は、「⼭梨市の将来イメージ」を全体で共有するワークショ
ップを⾏い、参加者の率直な想いや意⾒から、次のような市全体の将来イメージを整理しました。 

 

●４つの地域区分

将来イメージを踏まえ、まちづくりプランを検討しました
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地域まちづくり住民プランの提案 ２ 

１．みんな大好き学校エリアチーム［笛吹川東地域］の提案
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道路・交通 

土地の使い方 

施設や公園等の生活基盤 

自然や緑、環境

景観・歴史・文化 

観光・交流、活性化 

福祉・コミュニティ 

まちづくりの手法・仕組みづくり

地域の将来イメージ・キーワード 

まちづくりの目標・キーワード 

○中央自動道や西関東連絡道路へアクセスす

る幹線道路の整備 

〇各ICからの案内看板の整備 

〇山梨消防署前の道路（市役所前通り線）の

整備推進 

○東山梨駅周辺の道路の改良 

○狭あいな道路の拡幅整備（万力小屋敷線、

保育園周辺など） 

○駅が２つある特徴を活かす！ 

〇高齢者等が外出しやすい交通手段の検討 

○施設が集積しコンパクトで利便性の高い市

街地の維持 

○学校が集積した文教地区の特性を活用した

地域づくり 

○駅南口工場跡地の活用方法の検討（商業施

設、教育関係、アリーナ等） 

○増加する空き地対策 

○農地と宅地が混在することによる問題対策

（優良農地の保全、無秩序な住宅地の拡大

防止） 

 

○子どもたちの屋内遊び場の早期整備 

○コワーキングスペースの設置 

○若者が集まり勉強などができる場所や山梨

市駅で電車を待つ場所の確保（カフェ・喫

茶店等） 

○市街地の駐車場不足の解消 

○団地の魅力向上（空き部屋の解消やコミュ

ニティの強化につながる） 

○治安がよいまち、防災上安全なまちであ

ることのＰＲ 

○夜間暗い道路の改善（防犯灯の整備） 

 

 

 

 

○市街地の人の流れをつくる（工場跡地の施設からの

人の流れをつくる、駅の南側と北側を結ぶ人の流れ

をつくる） 

〇市役所跡地に整備する広場を活用した交流・活性化 

〇地元の商工業が発展できるまちづくり 

〇働く場所の確保 

○駅前商店街の活性化（軽食が食べられる場所の誘致

など） 

○駅前を学園のまちに！（若者が集まれる場づくり） 

○来訪者の利便性の確保（レンタカー会社の誘致、お

土産を買う場所の確保） 

○わかりにくい観光案内所の改善 
 

すごしやすいまち(コンパクト、子育てしやすい、若者が笑って暮らせる、多世代交流)

活力あるまち（人口増加、地元で働く場、アクセスしやすい） 

 
●人の流れを中心に取り戻すまちづくり（商店街の魅力向上、駅南地区の整備など） 
●子どもから高齢者まで誰もが暮らしやすいまちづくり 
 （安心・安全、交通環境の改善、生活基盤の機能向上） 

○豊かな自然環境を活かす（万力公園等

の公園、笛吹川の土手などを活かす）

○桃畑や菜の花の景観を活かす 

○かのがわ古道の魅力向上 
○病院が充実し、誰もが安心なまちの維持

○子育てしやすい環境（産婦人科、保育園、

幼稚園、小・中学校などがコンパクトに

集まっている）のＰＲ 

〇アザレアタウンにおいて子育てしやす

いまちづくりを進める 

〇子育てに関する施設は充実してきてい

る。ソフト面の充実を図る。 

●わかりやすい情報発信が必要（情報をひとつにまとめる）。 

●ＳＮＳなども活用して情報を発信することにより、人の流れを中心に取り戻すことにつなげていくことが必要。 

防災・防犯 



3 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  



4 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

２．チームちどり［笛吹川西地域］の提案 
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道路・交通 

土地の使い方 

施設や公園等の生活基盤 

自然や緑、環境

景観・歴史・文化 

観光・交流、活性化 

福祉・コミュニティ 

まちづくりの手法・仕組みづくり

地域の将来イメージ・キーワード 

まちづくりの目標・キーワード 

〇リニア山梨県駅へのアクセス強化（笛吹川左

岸を利用してリニア山梨県駅と山梨市駅を

モノレールで結ぶ） 

〇西関東連絡道路の各ランプから市内観光施

設や公共施設へのアクセス強化（周辺の道路

改良、施設や街中への流れの創出等） 

〇西関東連絡道路の各ランプをまちの玄関口

として活用（ランプ近傍での道の駅等の施設

整備⇒目的地化など） 

〇岩手交差点の改良（国道140 号の右折レー

ン設置、信号現示の変更等） 

〇中山間地域の公共交通の利便性向上（デマン

ド型交通の活用・使いやすさ向上等） 

〇宅地開発を推進しやすい環境整備（若者世

代が住宅を建設しやすいよう農地転用の条

件緩和、緩傾斜地の低未利用地の活用など）

〇ちどり湖の有効活用の検討（埋め立てて駐

車場等へ有効活用するか、歴史や文化的価

値を保全・継承・観光利用するか） 

〇遊休農地、空き家の有効活用（農地バンク

制度、空き家バンク制度などの活用） 

〇水害への対策推進（笛吹川、ちどり湖、

霞堤等） 

〇土砂災害に対する防災・減災（危険区域

内の立地抑制、斜面対策、避難計画等） 

〇ハザードマップの周知と活用 

〇建物の耐震補強の推進（公共施設の耐

震補強、民間施設・民家への耐震補助） 
 

〇根津記念館の活用（東京青山の根津美術館との連携（収蔵品の一

部を山梨で展示、イベントの連携開催等）、JR 東日本と連携し

た四季島等の特別列車や旅行プランの企画等） 

〇地域資源を活用した魅力づくり（資源の顕在化、単体の資源をつ

なぐ、連携する） 

〇魅力の発信（万力公園、根津記念館、ほったらかし温泉、由緒あ

る社寺等の観光地のＰＲ、ブランド化など） 

〇フルーツ公園の来訪者を市街地へ誘導する方策の検討 

〇フルーツ公園の改善（核となる施設の導入（例：秀逸な眺望景観

を楽しめる大観覧車等）、気軽に行けるモビリティの創出、魅力

的なイベントやコンテンツの創造と効果的なPR） 

〇宿泊施設やアウトドア活動が楽しめる場の誘致や整備（農業

体験付き宿泊施設、キャンプ場等／特にフルーツ公園周辺） 
〇道の駅などの拠点づくり（来訪者・住民の拠り所） 

〇元気にスポーツができる環境づくり  

心豊かに暮らせるまち／人が集まり活気あるまち／静かで住みよい住環境

 

●歴史・文化を大切にした心豊かに暮らせるまちづくり 

●地域の資源（宝）を顕在化し、磨き、その魅力を発信するまちづくり 

●人が集い、活気がある持続可能なまちづくり 

●住みよさを支える道路や交通が充実したまちづくり 

●きれいな森と水辺を守り、自然豊かな住環境を享受するまちづくり 

〇ホタルやサワガニがいる水辺環境の活用

（下水道整備で川の水がきれいになった）

〇山の緑や川などの水辺が身近にある豊か

な自然環境のＰＲと活用 

〇果樹・果樹園の風景や眺望景観の活用（フ

ルーツライン周辺、ほったらかし温泉な

ど） 

〇ホタルが飛び交う水辺景観の維持・活用 

〇由緒ある社寺（窪八幡神社、天神社など）、

造り酒屋等の歴史文化資源のＰＲと活用 

〇地域の歴史教育（中世の戦記物語、“大工”

等の地名など）、若者等への伝承 

〇万力公園の歴史の顕彰と観光活用 

〇西保堰の維持管理と歴史の顕彰 

〇地域資源を活用した交流の場づくり 

〇後継者問題、地域活動（消防団、お祭りや

行事等）の維持に関する対策 

〇若者の流出抑制 

〇暮らしやすさのＰＲ 

〇山梨厚生病院の充実（救命救急の体制・設

備など） 

〇中山間地の生活利便性の向上（オンライ

ン診療可能な診療所の設置、移動販売車

の導入など） 
〇公民館活動の継続（高齢者の居場所づく

り） 

●空き家バンク制度の充実 

●外国人労働者の採用を促進（行政の就農支援など） 

●新規就農しやすい環境整備（農地の賃貸制度、農業研修制度、お試し住居の提供、農業従事者の労災保険・休業補償への加入促進等） 

●市内に施設を何でも欲しがるのではなく、峡東地域（３市）で連携すれば効率的・効果的なまちづくりが可能 

防災・防犯 

〇フルーツ公園の改善（市民が身近に利用

できる工夫） 
〇万力公園と旧市役所跡地広場との連携

強化（ゆったりとした歩行者動線、歩道

橋など） 
〇地域全体が身近な公園と考える（里山、

雑木林、小径、小川、辻や広場など） 
〇市営住宅のリニューアル（住民の高齢

化、一人暮らしに対応した環境整備） 
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３．チーム巨峰の丘［牧丘地域］の提案 
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道路・交通 

土地の使い方 

施設や公園等の生活基盤 
自然や緑、環境 

景観・歴史・文化 

観光・交流、活性化 

福祉・コミュニティ 

まちづくりの手法・仕組みづくり

地域の将来イメージ・キーワード 

まちづくりの目標・キーワード 

○首都圏からの交通利便性を活かす 

○都市部⇔牧丘地域のアクセス向上（幹線道路が

少ないため、どうつなぐか？まずは窪平を拠

点に！） 

○デマンド型交通の利便性向上（例：山梨市中心

部だけではなく甲州市と連携して塩山にもつ

なげる／通院や通学は帰りの時間が読めない

ため夕方の時間帯に１時間に１本だけでも循

回バスを！） 

○地域内の交通手段の確保 

○市営住宅の空き部屋を有効活用（移住者の

積極的な受け入れ等） 

○古民家の活用（改修・清掃にかかる費用の

支援等が必要） 

 

○買い物環境の整備 

○公園等の整備はあまり必要ない（自然環境が

豊か！） 

 

○災害が少なく安全な地域であることの PR（山

梨市全体） 

○防犯対策としての空き家の有効活用（ハクビシ

ンなどが住みついてしまうため） 

○治山対策（雑木のある山へ） 

○桜の名所や温泉の活用 

○空き家を活用した新たな就業環境の創出（リ

モートワークの人やサテライトオフィスの

誘致） 

⇒移住・定住の促進につなげる 

○フフ山梨やグリーンロッジなどの遊休施設

の有効活用 
○地域内に限らず、市内に働く場を増やす（牧

丘地域に住んで通勤してもらう） 

○牧丘と言えば巨峰！ 

 

牧丘の良さ（自然・文化財・教育環境など）を活かした子育てしやすいまち 

 ⇒そのためにも交通利便性の向上が必要不可欠！！ 

 
●子育て世代にとって魅力的なまちづくり（教育・交流・自然） 

●牧丘にある資源の活用（古民家、遊休施設など） 

●アクセスしやすいまちへ（公共交通の利便性） 

○小楢山、乙女湖、大弛峠などの豊かな自然

環境の保全・活用 

○小楢山の登山道整備 

⇒登山客や子どもの自然学習への活用 

○鳥獣害対策 

○夏は涼しく、冬もあまり寒くない 

○地域の文化財や伝統行事の保存 

○窪平の四つ角にある古い建築物の活用 

○歴史的な名所が多い 

⇒テーマを持った活用が必要！ 

○山林環境の改善（管理する人の不在で景

観が悪くなってきている） 

○笛川小学校・中学校が 2026 年度から県

内初の義務教育学校へ 

⇒質の高い教育を受けられる地域として

PR、移住・定住の促進につなげる 

○コロナ以前に行われていた、高齢者が子ど

もに地域の文化や昔の遊びを教える取り

組みの復活 

●子育て世代に牧丘地域をPR する方法、仕組みが必要。（義務教育学校の開校は大きなチャンス！） 

⇒交通の便を良くしなければ、次の世代に牧丘をおすすめできない。住むところも必要！ 

●古民家、空き家活用のネックとなる費用面の解消 

●自然や文化財、風景など「牧丘の良さ」を活かした移住・定住の促進 

防災・防犯 
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４．まちづくりみとみ［三富地域］の提案 
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道路・交通 

土地の使い方 

施設や公園等の生活基盤 

防災・防犯 

自然や緑、環境 

景観・歴史・文化 

観光・交流、活性化 

福祉・コミュニティ 

まちづくりの手法・仕組みづくり 

地域の将来イメージ

まちづくりの目標 

○西関東連絡道路、国道140号の北の玄関口、広

域交通の要衝を活かす 

 →素通りではなく、地域に滞留するしかけづくり

〇周辺地域との連絡がズムーズな、「地域の足とな

る移動手段」の確保 

〇高齢者のニーズに応じた公共交通利便性の確保

（病院、買い物、銀行等） 

〇公共交通と地域内循環型の「福祉バス」の連携、

効果的な役割分担と相互利用の促進（他地域と

のアクセス強化） 

 

 

○人口減少、過疎化が進む集落環境の維持

〇農業・農園の法人化（新規就農の確保、

外国人労働者等の就農支援） 

 

 

 

 

 

○買い物は暮らしを支えるライフライン！買

い物環境の確保（商業機能＋福祉・コミュニ

ティ機能） 

〇買い物支援サービスの利便性の向上（現状は

登録制→利用しやすく） 

〇三富小学校廃校の活用（イベント開催、子ど

もたちの体験活動、地域の行事・祭りなどコ

ミュニティ・交流の場としての活用） 

〇若者や移住を呼び込むしかけづくり（公営住

宅や古民家・空き家の活用など） 

 

 ○安全・安心に暮らせるまち 

〇災害時の「陸の孤島」を回避する迂回路の検

討（国道140号など幹線道路の寸断が懸念、

暮らしの道の活用） 

〇「三塩軌道」廃線跡（トロッコ道、全長36km、

1968（昭和43）年廃線）の活用 

〇最低限の防災資機材の充実（良質な水は確保

可能！） 

〇災害対応計画（川浦一区）を各集落に広げる 

〇地域の「自助・共助」の災害対応力の強化 

〇野生動物の棲み家、防犯のための「空き家」

対策 

○豊かな自然や観光資源の活用（西沢渓谷、清水渓

谷、一之釜や不動滝等の滝見など） 

〇交流の強化！新たな観光づくり（体験型観光、キ

ャンプ場、温泉等の〝沢山ある良いもの〞の連

携と相互の魅力の向上） 

〇温泉の活用（体験観光や福祉との連携など） 

〇資源の宝庫！地域に潜在する財産の発掘と効果

的な情報発信（SNSの活用など） 

〇受け入れ体制づくり（駐車場整備、過疎化が進む

地域の世代交代） 

〇「地元で稼げる」就労の場を生み出す！ 

〇外国人の力も活かす（福祉・介護、農業など外国

人の就労を増やす）→人口増、活性化に！ 

 
 

地域自治 自助・共助のまちづくり 三富 

 

●地域に住む・関わる人を増やしたい（知恵とチカラ（人財）の地域づくり） 
●安心して住み続けたい（高齢者が住み続けられる、子どもたちが住みたいと思える地域づくり）
●稼ぐ・地域力を育てたい（地域で働く、人や経済交流が活発な地域づくり） 

○森林や渓谷等の豊かな自然環境を活かす 

〇個人・高齢者では限界な「鳥獣害対策」が

必要不可欠（支援、助成等の充実） 

 

 

○地域活動や「人財」の効果的な活用（桜・

紅葉の植樹活動（活性化協議会）など、

単独ではなく連携を促し、子どもたちや

未来につなげる） 

〇地域の行事・祭りを活用した「集まり・

つながる機会」づくり（かつての〝村民

運動会〞等の人が集まる、地域連携の機

会づくり） 

○地域の交流拠点周辺の多機能化（三富支所・デイ

サービスセンター・みとみ笛吹の湯を核とした高

齢者福祉（デイサービス・温泉）＋移動販売等の

「福祉機能＋商業機能」の確保と多機能化 

〇地域のコミュニティ拠点（小さな拠点）の形成、

拠点と市街地の連携、各集落ネットワークの強化

（福祉バス活用等の効率的な移動手段の確保）

〇「ふらっと寄りみち相談会」の拡充 

〇子育て世代の確保、子育てしやすい環境づくり 

〇医療機能はすそのまで（牧丘病院の訪問医療等）

〇地域コミュニティの存続、世代間コミュニティの

育成 

 

●「人口減少、少子高齢対策」が三富の地域まちづくりの「要」。人口維持の取り組み、仕組みづくりが重要 

●地域で「自助・共助の地域運営のシステム」を創る←そこに行政支援（地域の知恵と力と人づくり） 

  ※都市計画というよりも、三富は「地域まちづくり」が基軸 

●「人が集まる 核となる場・機会」を創る（「地域の交流拠点づくり」と多機能化（買い物環境＋福祉・コミュニティ機能）←やれることから試してみる・実行してみる） 

●「暮らしやすさとは」（価値観の多様性）～「高齢者にとって」「若者にとって」など、何が安心・暮らしやすさなのか→顔をあわせ話し合う場・機会づくりから「共助の地域づくり」を検討 

 

 

交流拠点と地域ネットワークのイメージ

三富地域

山梨市街地 

交流 
拠点 

各集落との域内ネットワーク 

市街地との連携

・福祉バス等の活用

【買い物環境＋福祉・

コミュニティ機能】
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 住民ワークショップの経過と参加者 おわりに 

●住⺠ワークショップの経過 

 
 
 
 
 
 
 

2025(令和７）年 10 月 25 ⽇（土）
午後２時〜４時 

■まちづくりシンポジウム 
−住⺠ワークショップ提案とパネルディスカッション− 

第１回 
テーマ︓ 

山梨市の将来イメージやまちづくりの展望を共有しよう！ 
−山梨市全体の将来イメージ・ビジョン− 

〇住⺠ワークショップガイダンス 
●自己紹介と参加の抱負など（全体ワーク） 

2025（令和７）年１月 28 ⽇（火） 
午後７時〜９時 

第２回 
テーマ︓ 

地域の特性や課題を共有しよう！ 
−地域特性・情報マップづくり、課題・提案方向性の共有−
〇市⺠アンケート調査の概要 
●特性と課題、地域まちづくりの⽅向性の共有（地域別ワーク）

2025（令和７）年３月 18 ⽇（火）
午後７時〜９時 

第３回 
テーマ︓ 

具体的な地域まちづくりの方向性を提案しよう！ 
−地域まちづくりの具体的な提案整理− 

●具体的な提案整理、目標や将来イメージの検討 
（地域別ワーク） 

2025（令和７）年５月 20 ⽇（火）
午後７時〜９時 

第４回 
テーマ︓ 

提案を整理し、まちづくり住⺠プランをまとめよう！ 
−提案の充実と実現に向けた協議、住⺠プランのまとめ− 

●重視する提案の抽出、プランたたき台のまとめ 
（地域別ワーク） 

2025（令和７）年７月 30 ⽇（木）
午後７時〜９時 

●住⺠ワークショップ委員
（順不同、敬称略）

地域区分 氏 名 

笛吹川東地域 
 

飯 田 伸 一
奥 井 和 也
武 井  博
深 澤 由紀子
名 取 李 夏
原  喜 雄
廣 瀬 友 幸
雨 宮 雄 貴
楠    忠
堀 井 麻 矢

笛吹川⻄地域 
 

相 馬 英 夫
武 井 和 弘
武 藤 英 明
才 間 俊 郎
代 永 慎太郎
萩 原 幸 弘
樋 口 美根夫
雨 宮  一

牧丘地域 
 

廣 瀬  賢
⼭ 下 義 仁
武 井  實
神 津  篤
内 田 雄 一
雨 宮 治 貴
古 屋 隆 仁
丸 ⼭ 和 明
中 田 みどり

三富地域 
 

⼭ 縣 祐 子
菅 原  清
角 田 和 仁
日 原  功
日 原 義 浩
名 取 茂 久
鈴 木 邦 彦
岩 崎 真 也
廣 瀬 夕 輔


